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令
和
７
年
秋
の
叙
勲

　
こ
の
た
び
、
令
和
７
年
秋
の

叙
勲
で
、
当
町
か
ら
２
名
の
方

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
旭
日
双
光
章

　
石
山
　
英
雄

　

�　
松
前
町
長
を
平
成
24
年
４

月
か
ら
令
和
６
年
４
月
ま
で

３
期
12
年
勤
め
、
地
方
自
治

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
る

も
の
で
す
。

■
瑞
宝
双
光
章

　
祐
川
　
　
正

　

�　
第
45
回
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
（
消
防
功
労
）
な
ど
長

年
消
防
吏
員
に
拝
命
さ
れ
て

以
来
、
40
年
以
上
の
永
き
に

わ
た
り
、
消
防
業
務
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で

す
。

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

を
受
賞

　
こ
の
た
び
、
前
教
育
委
員
会

委
員
の
長
瀨
弘
雄
さ
ん
が
令
和

７
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
方
教
育
行
政
に

お
い
て
、
特
に
功
績
が
顕
著
な

教
育
委
員
会
の
教
育
委
員
な
ど

を
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る

も
の
で
、
長
瀨
さ
ん
は
平
成
18

年
３
月
か
ら
令
和
６
年
９
月
ま

で
の
５
期
18
年
に
わ
た
り
、
松

前
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の

で
す
。

全
国
商
工
会
連
合
会

会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

　
こ
の
た
び
、
松
前
商
工
会
理

事
の
高
松
秀
也
さ
ん
が
永
き
に

わ
た
り
、
商
工
会
事
業
な
ど
の

運
営
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
で
全

国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

（
役
員
功
労
者
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
前
商
工
会
女
性
部

（
部
長
・
中
村
景
子
）
は
、
役

員
が
中
心
と
な
り
勧
誘
活
動
を

行
っ
た
結
果
、
部
員
の
増
加
に

つ
な
が
っ
た
な
ど
の
功
績
に
よ

り
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表

彰
（
優
良
女
性
部
）
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

北
海
道
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
表
彰
を
受
賞

　
こ
の
た
び
、
川
村
規
子
さ
ん

が
北
海
道
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
永
き
に
わ
た
り
、

松
前
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
と
し
て
、
国
民
健
康

保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
と
発

展
に
尽
力
し
、
地
域
住
民
の
意

識
の
高
揚
に
貢
献
し
た
功
績
に

よ
る
も
の
で
す
。
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自
分
ら
し
い
最
期
を迎

え
る
た
め
に

医
療
・
介
護 

町
民
公
開
講
座
開
催

　
12
月
６
日
、
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー
で
町
立
松
前
病
院
主
催
の

「
医
療
・
介
護
町
民
公
開
講
座
」

が
開
催
さ
れ
約
１
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
全
国
自
治
体
病
院

協
議
会
会
長
の
望
月
泉
氏
が
、

人
生
の
最
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
医
療
処
置
を

望
む
の
か
な
ど
あ
ら
か
じ
め
選

択
し
、
家
族
や
大
切
な
人
と
話

し
合
う
こ
と
（
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
の
大

切
さ
に
つ
い
て
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
日
本
地
域
統
合
人
材

育
成
機
構
理
事
長
の
重
田
由
美

氏
は
、「
最
期
ま
で
あ
な
た
が

大
切
し
た
い
も
の
は
何
で
す

か
？
」
を
題
材
と
し
て
講
演
さ

れ
「
最
期
に
食
べ
た
い
も
の
」

や
「
最
期
に
会
い
た
い
人
」
な

ど
、
分
か
り
や
す
い
身
近
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
参
加
者
同
士

が
意
見
を
交
わ
し
、
会
場
は
活

発
な
雰
囲
気
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
マ
イ
ケ
ル
先
生
と

楽
し
く
交
流
！

清
部
保
育
所
で
も
ち
つ
き
会

　
12
月
11
日
、
清
部
保
育
所
で
、

毎
年
恒
例
の
「
も
ち
つ
き
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

こ
ど
も
た
ち
に
お
正
月
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
開
か
れ
て

い
る
行
事
で
す
。

　
今
年
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
の
マ
イ
ケ
ル
先
生

も
参
加
し
て
お
手
伝
い
し
て
く

れ
ま
し
た
。
先
生
に
と
っ
て
初

め
て
の
も
ち
つ
き
体
験
で
し
た

が
、
こ
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

な
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

人
口
減
少
地
域
で
支
え
る
人
材
を

い
か
に
確
保
・
育
成
す
る
か

地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
11
月
14
日
、
役
場
で
人
口
減

少
が
進
む
中
で
地
域
を
支
え
る

人
材
を
い
か
に
確
保
・
育
成
し

て
い
く
か
を
テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
み
ん
な
の
北
海
道
２
１

０
０
理
事
長
の
大
山
慎
介
氏
を

講
師
に
迎
え
、
講
演
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て

い
く
た
め
の
町
職
員
研
修
が
開

催
さ
れ
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
大
山
氏
か
ら
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
の
構
造
、

厳
し
い
地
方
財
政
に
触
れ
、
人

事
・
業
務
の
共
同
化
と
Ｄ
Ｘ
、

少
子
化
の
本
質
に
踏
み
込
ん
だ

政
策
転
換
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
年
を

手
作
り
の
し
め
飾
り
で

　
12
月
14
日
、
交
流
の
里
づ
く

り
館
で
「
し
め
飾
り
づ
く
り
体

験
」
が
行
わ
れ
、
約
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
慣
れ
た
手
つ
き
の
ベ
テ
ラ
ン

の
方
か
ら
初
め
て
の
方
は
教
え

て
も
ら
い
、
ま
た
、
ワ
イ
ワ
イ

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
楽

し
い
雰
囲
気
で
し
め
飾
り
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

　
　
実
現
に
向
け
た

連
携
協
定
を
締
結

　
12
月
17
日
、
町
と
株
式
会
社

北
洋
銀
行
（
取
締
役
頭
取
・
津

山
博
恒
）、
株
式
会
社
ス
テ

ラ
ー
グ
リ
ー
ン
（
代
表
取
締
役

社
長
・
中
村
彰
徳
）
が
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
た
連
携
協
定
の
締
結
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

資
源
を
有
効
に
活
用
、
協
力
す

る
こ
と
で
一
次
産
業
、
特
に
林

業
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
各
産
業
領
域
の
活

動
に
資
す
る
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
締
結
し
ま
し
た
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　
11
月
16
日
、
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
が

行
わ
れ
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
体
験
会
の
運
営
に
当
た
っ
た

道
南
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
方
々

か
ら
ル
ー
ル
や
操
作
方
法
な
ど

を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

体
験
ブ
ー
ス
で
は
、
ぷ
よ
ぷ

よ
テ
ト
リ
ス
２
、
グ
ラ
ン
ツ
ー

リ
ス
モ
な
ど
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を

体
験
し
、
最
後
に
、
ぷ
よ
ぷ
よ

テ
ト
リ
ス
２
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
大

会
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
町
内
会
の
集
ま
り
や
、
イ
ベ

ン
ト
で
も
、
10
名
以
上
の
参
加

者
で
開
催
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
脱
炭
素
推
進
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

12
月
４
日
、
松
高
生
を
対
象

に
学
校
法
人
足
利
大
学
名
誉
教

授
・
顧
問
の
牛
山
泉
氏
と
、
株

式
会
社
創
造
開
発
研
究
所
代
表

取
締
役
社
長
の
齊
藤
誠
氏
を
講

師
と
し
て
招
き
、
洋
上
風
力
発

電
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

と
地
域
の
共
存
共
栄
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

洋
上
風
力
に
つ
い
て
高
校
生
が

講
演
を
受
け
ま
し
た

　

牛
山
氏
は
「
風
の
町
松
前
町

に
生
き
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
、
生

徒
た
ち
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　

齊
藤
氏
は
「
再
エ
ネ
を
生
か

し
た
未
来
の
松
前
町
は
ど
ん
な

町
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
生
徒
は
25

年
後
の
松
前
町
の
姿
を
想
像
し
、

再
エ
ネ
を
活
用
し
た
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

地
域
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
未
来
に
つ
い
て
深
く
考
え
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
・
３
日
、
松
前
町

役
場
職
員
を
対
象
に
「
脱
炭
素

ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｙ
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
脱
炭
素

社
会
に
向
け
た
基
礎
知
識
を
学

び
、
協
力
し
な
が
ら
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
体
験

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
地
域
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
半
減
す
る
と
い

う
目
標
に
向
け
て
、
意
見
を
交

わ
し
、
協
力
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
進
め
ま
し
た
。

町
職
員
向
け
脱
炭
素
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た


